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麦　機　械　化　栽　培　実　用　化　に　関　す　る　試　験

結城男助・庶出昌彦・佐藤　隆

（山　形県艇試）

1．　ほ　じ　の　に

麦省力機械化栽培に関する試験についてはすでに数多

く報告され，その勤着衣効果が認められている．しかし

本県における麦作については，年々減少の触回にあるが

畑作地帯では煙革一麦一大豆の2年8毛作の輪作様式に

あれ　麦作は輪作物の一つとして切少離す事の出来ない

基幹作物となっております．これら麦作地帯では，麦省

力擬械化栽培の実用化の要望が高く．昭和＆年より適品

種の選抜播種期，量，施肥壷，耕うん浸土等の実用化試

験を行ってきた．その中から実用化されている2－3の

成続についての槻要を報告する・

2．　試l験　方　法

L　機械化栽培に通する品種

供試品種は大麦置賜1号．ユキワリムギ，ショウキム

1，5一β／〃当，2．5月／〃当播種期10月6日，施肥歯は∧’

0．巧粕／〃当，P2050．7Rグ／〃当，∬200・6KP／〃当供試機

械はヰセキ式施肥播種機（∬月日00）で検討した・

え　播短期，播種量，施肥量に馳する試験

供試品種はコケシコムギで播種如を10月9日．10月17

日．10月5日緒の3匝l．10必，15』．却』，2いれ隼臨地

垣を炎忙し，〃，♪205．g20共0・6KP／α当の施肥量で

供試した．供試機械はヰセキ式施肥総桧触（∬β抑））で

検討した．

a　復土探陀関する試験

供試品種は7オバコムギ，全層総てかうん祝土深を2

乱　4糎．6糎とし．播種量は1・5一β／〃当，2・5必／〃当

とし，ロータリー型ヰセキ式耕うん機（∬β騨）で耕う

ん俊土を行い検討した・

5．試験結果並びに考察

ギ，小麦は7オパコムギ．コケシコシコネギ，ミヨクコ　　1機械化栽培に題する品種

ゥコムギ．ナンブコムギ．ヒツミコムギで．播種量は　　　　従来の既品短は機械化栽培として選抜されたものは少

第1表　　機械化栽培に通する品種
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が不吋能と表わ．又播種期が遅れる場合が千恕される．

そこで機械椿による播種臥　軋應肥骨等灯ついて検討

した結果第3表の如くで甲播稚．播種冒二の多し、鞄．又施

肥貴の多い区程，全般に研削生田は良くなっている．こ

の傾向はドリル播．全層播共に同様の傾向にあった．出

払期，成熟期については鳩肥星が最も大きく影響し．摘

種期．紬種巌による差は極めて小さい．次に棟数lてつい

ては晩痛に在るに従って，施肥恩及び播種畳の影響が大

きく・早婚の地合牌々旅肥諺の影軸が認められる程度で
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ル籍は全情感よ少各節聞役とも咤h傾向にあった．収竜

についてみると．ドリル播K於ては早確の多肥或は播種

星の多い区は例伏した・即ち10月9日格の吻合性格穐畳

10戚施肥畳5割塘区が収量多く，史忙智海区は倒伏が大

きく減収をみた・次に10月17日姑の廃合忙ついてみると，

10月9日椿より収彙低く，ドリル確で1咽畑区は倒伏を

まねき減収となった・次に全盾播の地合について見ると

全般に播種量．施肥量が多い程増収の傾倒に少．又晩格

の10月5日格はドリル播，全眉踏共に播種畳．捌肥蛍の

多い柑多収の傾向が謎められた．以上の結果から麦機械

化栽培は暦椙を前掟とした多収を目標とするものである

から・ややもすると倒伏を1トねくことがある．そこで倒

伏の要因を第1図で見ると樵奴よりも梓長の方が両棲閑
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係し．Ⅵh町以上の場合極めて危険性を有する様である．

特陀ドリル籍の場合は全層痛より基部の節間の伸びがよ

く．棟数が多くなるに従って史に助長される康である．

その点本試験の範囲内で多収を得た粒故の限界はドリル

播の地合㌔当8山一9（山本，全届権の墟合が当Ilの－1洲

本とドリル播よ少多いところにある様である．

a　緩土床に関する試験
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土された似合，発芽率が低下する板である．

第4粟　粒土床と発芽状況
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4〝区であれ　6m区が独くなっている（第6表参照）．

以上の柘架から本試験の範陶内において動力胡うん鰍て

よる全暦拝の壌土探虻2－4‘M埋まに調節するのがよく一

一方諸種量については2・5戚／♂当は雪腐れや倒伏を摘果

する仲間が多いので15β柁慶を基準とするのが適切であ

る．

4．　摘　　　　要

麦省力噴射ヒ栽培の実用化を知るため．適晶柚の選抜・

播種期．播種量，施肥菜．耕うん鮭t探等についての試

験を実施した・

1．現在の奨励晶穂の中では大友では毘暢1号，ユ鼻

ヮリムギ，小麦ではコケシ′ゴムギ，7オバコムギ・ナン

ブコムギ等の品種が最も有望である・

a　播種期．播種竃．施肥畳については・ドリル轟の

第6号

吻合は播種期が早い粒よいが，播種蚤は10〃当12－15β

て充分で参れ　施肥選については．椚n施肥最の5割増

が限界である．10月中旬の播種の吻合は綿々播種畳を増

す必要があるが．施肥音は5割唱和度とする・又10月下

旬の極晩痛では播種量は15β以上で應肥寂も10割増税ま

が望まれる．全暦痛の塩合は10月上旬の如き早楢の抱合

は15－18一βの播種量でドリル椿より多量を必妾とする・

施肥量については，5割増埋薮が限界，10月中旬頃より

の娩確にそれば，大小麦共に早痛より7日遅れる毎に約

2嘗躇増量播種を行い，施肥畳についても・5－1咽順

肥することが必紫である・

a　覆土探

機械格の地合の研うん俊土決は2～4mに調節するの

がよく，播種遍では15一針捏匿が適切である・


